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・NMIJのデジタル校正証明書の仕様

・デジタル校正証明書の発⾏状況

・デジタル校正証明書に関するQ＆A
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NMIJの提供する校正・試験サービス

<物理系>
校正サービス
試験サービス
認証物質頒布

<化学系>
認証物質頒布
校正サービス

<法定計量>
[国内] 計量法に基づくサービス
[海外] OIML 証明書の発⾏（OIML 試験,  OIML型式承認を含む）
(OIML: 国際法定計量機関)

2022年11⽉より、対応可能な品⽬から順次
デジタル校正証明書の発⾏を開始
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近年はjcss校正と依頼試験で合わせて700枚程度の証明書を発⾏

証明書発⾏実績
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デジタル校正証明書の仕様決定プロセス
- 経済産業省、⼯業会、認定機関、顧客などとデジタル校正証明書に関する

意⾒交換を実施
- NMIJ内に検討委員会を設け、関係機関からいただいた意⾒を基にデジタル

校正証明書の仕様を決定
NMIJ デジタル校正証明書の仕様いただいたご意⾒

先⾏事例として、ドイツPTBが中⼼となって推
進するXML形式や、 スイスMETASが発⾏してい
るPDF形式のデジタル校正証明書を調査
→ PDF形式を採⽤

紙の証明書と同じ⾒た⽬が
望ましい

校正結果を記録したCSVファイルや校正情報を
記録したテキストファイルなどの参考情報を
PDFファイルに添付

機械可読可能なデータを
デジタル校正証明書に添付
してほしい



NMIJのデジタル校正証明書の仕様
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・従来からの紙の証明書と⾒た⽬が同じPDFファイル
・機械可読データ（参考情報）として校正結果等のデジタルデータを埋め込み
・産総研が発⾏したことを⽰す電⼦署名を付与
・改ざん防⽌のためタイムスタンプを付与

PDFファイル
（証明書部分）

・従来と同様の体裁

電⼦署名
・真正性の保証
・発⾏者の特定

NMIJのデジタル校正証明書の⾒本

利⽤しやすい機械可読データ
（参考情報）が付属

・器物や校正実施場所等の
基本データ、校正データ
・csv、txt形式等のデータ
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NMIJのデジタル校正証明書（2ページ⽬以降）
⾒本 ⾒本
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2023年4⽉1⽇
〜2024年2⽉16⽇の発⾏実績

合計131件

（年間発⾏枚数の約20 %が
デジタル校正証明書になる
⾒込み）

10

デジタル校正証明書 発⾏実績：2023年度

直流・低周波
19 %.

時間・周波数
41 %.

⾼周波
17 %.

放射線
14 %.

粒⼦・粉体特性, 幾何形状
物質量, トルク, 硬さ,  それぞれ0.8 %.

圧⼒・真空 3 %.

加速度 2 %.
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全体を通しての傾向
校正証明書への校正結果の記載が多い校正サービスにおいて、デジタル校正証
明書の発⾏依頼が多い傾向が⾒受けられる

→校正結果のコピー＆ペーストが可能なデジタル校正証明書が好意的に受け⼊
れられている模様

時間・周波数に特有の特徴
周波数の遠隔校正サービスでは、1校正依頼あたり毎⽉1回、年間で12枚の校正
証明書が発⾏される。1つの校正が終了してら次に校正を⾏うまで1か⽉以下と
なるため、校正証明書の送付に要する時間の短縮が望まれていた。

→ デジタル校正証明書の送付は、紙の証明書を郵送する場合より時間が短縮さ
れるため、デジタル校正証明書が好意的に受け⼊れられている模様

デジタル校正証明書の発⾏依頼の傾向
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デジタル校正証明書を希望する場合は？
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デジタル校正証明書の発⾏を希望される際は、校正を依頼される前に、校正担
当者にデジタル校正証明書の発⾏が可能かお問い合わせください。

準備状況によっては、ご希望に沿えない場合もございます。あらかじめご承知
おきください。

校正担当者が不明の場合は標準供給保証室（cal-service-ml@aist.go.jp）まで
お問い合わせください。

発⾏可能な場合、校正サービスの申込書にて、証明書の発⾏媒体を選択する欄
の「デジタル」をお選びください。発⾏媒体は「紙媒体」「デジタル」を選択し
ていただくようになっております。

校正料⾦は「紙媒体」と「デジタル」で同⼀となります。
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産総研
NMIJ

デジタル
校正証明書

パスワード

1. 産総研のパスワード発給システムを
⽤いてパスワードを共有

（産総研webページ上のシステムを利⽤してパスワードを共有。
FaxやSMSなどの利⽤不要）

2. ファイルサーバーにデジタル
校正証明書をアップロード

（ファイルサーバーへのアクセス
パスワードを設定）

顧客

3. 共有されたパスワードを
⽤いてファイルサーバーへ

アクセス

4. デジタル校正証明書を
ダウンロード

デジタル校正証明書はどのように届きますか？



添付データはどのように確認できますか？
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PDF閲覧ソフトでデジタル校正証明書を閲覧していただくと、添付デー
タの確認が可能です。
ブラウザでデジタル校正証明書を閲覧された場合は、添付データの確認
ができません。

PDFファイル
（証明書部分）

・従来と同様の体裁

利⽤しやすい機械可読データ
（参考情報）が付属

・器物や校正実施場所等の
基本データ、校正データ
・csv、txt形式等のデータ

電⼦署名
・真正性の保証
・発⾏者の特定

NMIJのデジタル校正証明書の⾒本
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発表内容
・NMIJの校正・試験サービスの概要
・NMIJのデジタル校正証明書の仕様
・デジタル校正証明書の発⾏状況
・デジタル校正証明書の発⾏について

デジタル校正証明書の発⾏は始まったばかりであり、NMIJとしても試⾏錯誤
している部分があります。

今後、世界的なデジタル校正証明書の動向、技術的な動向を踏まえてデジタル
校正証明書の仕様を変更させていただくこともあり得ます。また、情報セキュリ
ティなどの観点から電⼦署名や送付⽅法なども変更させていただくことがあるか
もしれません。

より安全で使いやすいデジタル校正証明書を実現していくために、ご理解とご
協⼒をよろしくお願いいたします。

本発表のまとめ


